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論文審査の要旨 

 

脳神経外科領域において予期せぬ脳静脈梗塞を回避するために術前の脳静脈の評価

は重要である。本研究は、特に情報が少なく手術の妨げとなるシルビウス裂深部静脈に

ついて、multimodal fusion image を用いてその予測性を評価した。未破裂動脈瘤に対する

開頭クリッピング術 51 例での検討で、multimodal fusion image は CT 静脈画像よりも解

析した全ての静脈の高い検出率を示し、特に個人差が大きく比較的小静脈が密集する

common vertical trunk の検出にも有用であった。この静脈構造を明らかにした本研究は、

同部位での手術の安全性向上にきわめて有意義な研究成果を示した。 

公聴会では、術後静脈梗塞合併の頻度や、急性期破裂脳動脈瘤あるいは脳腫瘍など他

の疾患での手術への応用に関する質問では、現状の課題と今後の発展性について的確に

回答された。また、本法での結果によるアプローチの選択、本法の普遍性を高める方策

についての質問にも具体的な計画を示し適切に回答された。 

以上より、主論文の内容と公聴会での質疑、および参考論文と合わせて、審査委員す

べてが適と判断し、博士（医学）の学位に値する研究であると考える。 
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以上、主論文に報告された研究成績は、参考論文とともに脳神経機能制御医学の進歩に

寄与するところが大きいと認める。 
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